
地
区
の
位
置

　
み
な
と
み
ら
い
21
は
、
神
奈
川
県
横
浜
市
の

東
側
、
横
浜
駅
と
関
内
・
伊
勢
佐
木
町
に
は
さ

ま
れ
た
場
所
に
位
置
し
、
横
浜
港
に
面
し
て
い

ま
す
。

　
地
区
内
に
は
み
な
と
み
ら
い
線
「
み
な
と
み

ら
い
駅
」「
新
高
島
駅
」の
2
駅
が
設
置
さ
れ
、
横

浜
駅
、
桜
木
町
駅
も
徒
歩
圏
内
に
あ
り
ま
す
。

事
業
の
目
的

　
み
な
と
み
ら
い
21
事
業
で
は
3

つ
の
目
的
に
基
づ
い
た
都
市
像
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
目
的

� 

横
浜
の
自
立
性
の
強
化

� 

港
湾
機
能
の
質
的
転
換

� 

首
都
圏
の
業
務
機
能
の
分
担

事
業
の
都
市
像

�
24
時
間
活
動
す
る
国
際
文
化
都
市

�
21
世
紀
の
情
報
都
市

� 

水
と
緑
と
歴
史
に
囲
ま
れ
た

　 

人
間
環
境
都
市

事
業
の
役
割
分
担

　
み
な
と
み
ら
い
21
事
業
の
都
市
基
盤
整

備
は
、
臨
海
部
土
地
造
成
事
業
（
埋
立
事

業
）
、
港
湾
整
備
事
業
、
土
地
区
画
整
理

事
業
の
3
つ
の
事
業
手
法
を
組
み
合
わ
せ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
参
画

　
既
成
市
街
地
に
お
け
る
都
市
構
造
再
編
を
行

う
大
規
模
な
土
地
区
画
整
理
事
業
で
あ
る
た
め
、

事
業
主
体
と
し
て
、
埋
立
事
業
と
の
整
合
、
土

地
利
用
の
改
廃
に
伴
う
権
利
関
係
の
調
整
、
地

盤
改
良
の
実
施
、
高
次
都
市
施
設
の
導
入
な
ど
、

高
度
な
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
公
的
セ
ク

タ
ー
の
参
画
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
前
身
で
あ
る
住
宅
・

都
市
整
備
公
団
は
、
当
時
、
郊
外
の
住
宅
地
開

発
を
目
的
と
す
る
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
し
た

が
、
昭
和
56
年
「
特
定
再
開
発
事
業
」
の
施
行

権
能
が
新
た
に
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
規
模
開
発
に
関
す
る
実
績
、
技
術
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
有
す
る
公
団
が
、
み
な
と
み
ら
い
21
事

業
に
参
画
す
る
こ
と
で
事
業
の
推
進
が
期
待
さ

れ
、
昭
和
57
年
、
神
奈
川
県
及
び
横
浜
市
か
ら
、

当
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
に
係
る

要
請
を
受
け
、
翌
年
11
月
に
「
横
浜
国
際
港
都

建
設
事
業
み
な
と
み
ら
い
21
中
央
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
」
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

土
地
区
画
整
理
事
業
の
主
な
特
徴

(1)

地
区
の
約
30
％
が
埋
立
事
業

　
横
浜
市
に
よ
り
施
行
さ
れ
る
埋
立
事
業
に
よ

っ
て
作
り
出
さ
れ
る
土
地
（
地
区
面
積
の
約
30

％
に
相
当
）
と
、
元
々
利
用
さ
れ
て
い
た
土
地

と
を
一
体
的
に
基
盤
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

(2)

従
前
土
地
利
用
の
機
能
更
新

　
従
前
地
は
、
造
船
所
跡
地
、
埠
頭
、
ヤ
ー
ド

な
ど
の
港
湾
機
能
の
土
地
利
用
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
し
た
が
、
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、
広

幅
員
の
道
路
、
商
業
・
業
務
な
ど
の
都
市
的
な

機
能
が
立
地
で
き
る
街
区
が
整
備
さ
れ
、
機
能

更
新
を
図
り
ま
し
た
。

(3)

区
域
の
段
階
的
拡
大

　
事
業
当
初
は
造
船
所
跡
地
の
現
地
盤
部
約
35

ha
の
区
域
に
お
い
て
事
業
認
可
を
受
け
、
基
盤

整
備
に
着
手
。
そ
の
後
、
横
浜
市
施
行
の
埋
立

事
業
進
捗
、
旧
国
鉄
高
島
ヤ
ー
ド
の
編
入
な
ど

に
よ
っ
て
、
5
回
に
わ
た
り
段
階
的
に
施
行
区

域
を
拡
大
し
ま
し
た
。

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
整
備
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
別
途
事
業
を
含
む
）

(1)

都
市
計
画
道
路

　
地
区
の
骨
格
を

形
成
す
る
道
路
は
、

地
区
と
周
辺
を
結

ぶ
「
み
な
と
み
ら

い
大
通
り
」
を
軸

に
、
地
区
内
に
12

路
線
、
延
長
6
km

の
都
市
計
画
道
路

を
整
備
し
て
い
ま

す
。

(2)

共
同
溝

　
地
区
内
の
主
な

道
路
の
地
下
に
は
、

上
水
道
管
、
通
信

線
、
電
力
線
、
ガ
ス
管
、
地
域
冷
暖
房
管
、

C
A
T
V
、
ゴ
ミ
収
集
管
路
等
の
供
給
処
理
施

設
を
収
容
す
る
共
同
溝
を
埋
設
し
て
い
ま
す
。

こ
の
共
同
溝
に
よ
り
、
災
害
に
強
い
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
電
線
類
の
地
中

化
に
よ
り
美
し
い
都
市
景
観
の
創
出
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

　
当
地
区
の
共
同
溝
は
、
収
容
す
る
配
管
や
ケ

ー
ブ
ル
の
種
類
が
多
い
た
め
、
断
面
の
大
き
さ

で
、
国
内
最
大
級
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。

土地利用計画図土地利用計画図

区分

宅地（業務・商業・住宅等）

道路・鉄道用地

公園・緑地等

埠頭用地

合計

面積（ha）

87

42

46

11

186

割合（%）

46.8

22.6

24.7

5.9

100.0

〈土地利用計画〉

事業区分図

区　分 事業手法

合　計

事業主体 面積（ha）

中央地区

新港地区

横浜駅東口地区

区画整理事業

港湾整備事業

港湾整備事業

個別整備

ＵＲ都市機構

横浜市港湾局、国

横浜市港湾局、国

横浜市　他

102
39
41�

4�
186

計画変更図

大桟橋より

〈計画人口〉

　就業人口19万人　居住人口1万人

区　分

道路

公園・緑地

駅前広場

河川

　　　　小計

商業・業務他

鉄道用地

高速道路用地

　　　　小計

　　　　　計

面積（ha）

24.4

5.0

1.1

2.4

32.9

66.1

1.3

1.5

68.9

101.8

割合（%）

24.0

4.9

1.1

2.3

32.3

64.9

1.3

1.5

67.7

100.0

公共用地

宅　　地

みなとみらい大通り

共同溝標準敷設図

事業名称
横浜国際港都建設事業
みなとみらい21中央地区
土地区画整理事業

施行面積
101.8ha

施行期間
昭和58年度～平成22年度
（清算期間5年を含む）
※換地処分公告：平成18年6月18日

土地利用計画 （下表）

減歩率
合算 36.5％
（公共29.2％、保留地7.3％）

事業費
1765億9700万円

計画人口
就業人口16万人

（平成16年2月撮影）

マスタープラン

1983年（昭58）事業認可当時の状況（白線は計画線）

位置図

施行地区界

商業・業務地等

高速道路用地

道路用地

鉄道用地

公園・緑地

都市運営施設

河川用地

電力

index

通信

上水道

ガス

集塵

CATV等

  冷水
［地域冷暖房］
  蒸気
［地域冷暖房］

歩道

車道

取出し部

標準部

特殊部本体
出入口部｜換気口部


